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黒
く
光
る
石

▲

鍛
冶
屋
台
遺
跡
出
土
の
黒
曜
石
製
石
器
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と
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懐
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八
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我
が
誕
生
日
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梅
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こ
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「
今
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あ
に
？
」
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よ
り

帰
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め
り
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や
ま
あ
ひ

山
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蒔
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秀
子
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葉
な
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独
り
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ま
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友
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手
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崎　
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涼
み
木
影
に
よ
り
て
語
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こ
と

友
と
遊
ん
だ
思
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出
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平
山　

芳
子

朝
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時
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か
り
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す
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を
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ら
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押
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子
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し
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に
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つ
身
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里
子
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な
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思
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出
誘
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の
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の
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に
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子
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り
気
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に
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ふ
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も
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と
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信
子
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木
槿
あ
る
か
な
き
か
の
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に
揺
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に
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ゐ
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な
り
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つ
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子

　

旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
の
石

器
の
中
に
は
、
黒
く
光
る
石
が
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
こ
く
よ
う
せ
き

黒
曜
石
と

呼
ば
れ
る
火
山
ガ
ラ
ス
で
、
割
れ

口
が
非
常
に
鋭
く
、
薄
く
割
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
原
始
時
代
で

は
ナ
イ
フ
や
矢
じ
り
な
ど
の
石
器

に
多
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
は
火
山
列
島
と
も
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
火
山
が
多
い
こ
と
か
ら
、

黒
曜
石
の
産
す
る
所
も
各
地
に
あ

り
、
黒
曜
石
の
石
器
が
多
い
理
由

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
内
で
は
黒
曜
石
は
産
し

ま
せ
ん
が
、
遺
跡
か
ら
は
多
く
の

黒
曜
石
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
町

内
で
も
旧
石
器
時
代
の
鍛
冶
屋
台

遺
跡
や
宮
ノ
前
遺
跡
か
ら
は
黒
曜

石
の
石
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

ま
た
縄
文
時
代
の
集
落
跡
で
知
ら

れ
る
東
長
山
野
遺
跡
で
も
、
矢
じ

り
の
大
半
が
黒
曜
石
製
で
し
た
。

　

近
年
で
は
黒
曜
石
を
分
析
し

て
、
そ
の
産
地
を
知
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
町
内
出
土
の
石
器
も

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な

産
地
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
鍛
冶
屋
台
遺
跡
の
黒

曜
石
は
長
野
県
の
霧
ヶ
峰
周
辺
、

宮
ノ
前
遺
跡
の
は
栃
木
県
の
塩
原

近
く
の
高
原
山
、
そ
し
て
東
長
山

野
遺
跡
の
は
伊
豆
神
津
島
産
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
時
代
や
遺
跡
に

よ
っ
て
、
ど
れ
も
遠
い
、
異
な
る

産
地
の
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
ど
の
よ
う
に
し
て

黒
曜
石
を
持
っ
て
き
た
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
人
が
多
く
な
く
、
テ

レ
ビ
や
電
話
も
な
い
原
始
時
代
で

も
、
石
の
産
地
に
つ
い
て
の
情
報

は
す
ご
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
。

　

写
真
は
、
鍛
冶
屋
台
遺
跡
出

土
の
三
万
年
前
の
黒
曜
石
製
石

器
で
す
。

　

今
月
十
五
日（
土
）か
ら
図
書
館

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
考
古
資
料

で
見
る
横
芝
光
町
の
歴
史
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
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